
議会だよりは、議員の活動や定例会の経過と結果を中心に、年４回（５月・８月・11月・２月）発行。区長さんを通じて全世帯に配布します。
パソコンやスマートフォンからご覧になりたい方は “ みなのまち議会だより ”で検索してください。

学校って
友達がいて楽しいなぁ

み～な

三沢小学校入学式。今年は雨の入学式でし
たが、きらきら輝く小さな14の瞳には緊張
感の漂う中、これから頑張るぞといった意
気込みが感じられました。

み～なみ～な

P.4議員が聞いた「第５次皆野町総合振興計画基本構想」

住んでみたいまち、
住み続けたいまち ときめきの皆野

平成29年３月定例会
2017 年５月 1日 発 行

第21号
埼玉県皆野町議会

P.5町に聞きました

　６名の議員が一般質問

３月定例会 議会はここに注目！
平成29年度予算を可決
楽しく 安心して 暮らせるように

P.2
「三沢小学校入学式」
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町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

３
月
定
例
会　

  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

審
議
し
た
議
案
と
そ
の
結
果

　

平
成
29
年
第
１
回
皆
野
町
議
会
定
例
会
は
３
月
７
日
〜
９
日
ま

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
町

長
提
出
議
案
18
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
町
政
に
対
す
る
一
般

質
問
は
６
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

楽しく安心して
暮らせるように

国からもらうお金
３億 3345万円
国からもらうお金
３億 3345万円

県からもらうお金
２億 4021万円
県からもらうお金
２億 4021万円

借入金
３億   75万円
借入金
３億   75万円

地方消費税交付金
１億 5670 万円
地方消費税交付金
１億 5670 万円

その他
６億 1080 万円
その他
６億 1080 万円

町民のみなさん
からの税金
10 億 5457万円

町民のみなさん
からの税金
10 億 5457万円

歳出（使いみち
）　
　

歳入（財源）

道路・公園整備などに
５億 3891万円
道路・公園整備などに
５億 3891万円

総務・税務事務
の管理などに
４億 7626 万円

総務・税務事務
の管理などに
４億 7626 万円

学校教育、
生涯学習などに
６億 4261万円

学校教育、
生涯学習などに
６億 4261万円

借金の返済に
３億 5021万円
借金の返済に
３億 5021万円

火災の予防
などのために
２億 3741万円

火災の予防
などのために
２億 3741万円

保健衛生・清掃などに
３億 5197 万円
保健衛生・清掃などに
３億 5197 万円

農林水産業費
9287 万円
農林水産業費
9287 万円 福祉のために

12億 4160 万円
福祉のために
12億 4160 万円

地方交付税
13億 7680 万円
地方交付税
13億 7680 万円

その他１億 4143万円その他１億 4143万円

40
億
７
３
３
０
万
円

（
前
年
度
比
１
億
１
３
３
０
万
円
増
）

平
成
29
年
度
予
算
を
可
決

一般
会計
歳
入

歳
出

（万円未満切り捨て）

40億７３３０万円
一般会計

（前年度比１億３３３０万円増

文化会館会議室・ホール空調設備更新工事
 1億 4100万円
ホール緞帳昇降機改修工事　 590万円
舞台照明設備リース　 360万円
音響卓リース　 131万円

文化会館ホール

標
ひょうじゅんてき

準的な行
ぎょうせい

政を行
おこな

うために、財
ざいせいじょうきょう

政状況に応
おう

じて国
くに

から交
こうふ

付される収
しゅうにゅう

入です。

地
ちほうこうふぜい

方交付税とは
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 平成29年　第１回（３月）定例会

新年度予算に関する主な質疑（抜粋）
み～な

主
な
事
業

子
育
て
家
庭
へ
の
支
援

 

子
ど
も
の
医
療
費
15
歳
か
ら
18
歳
に
拡
大  

 
 

３
０
４
０
万
円

 

学
童
保
育
所
保
護
者
負
担
金（
６
千
円
）の

 

無
料
化 

１
３
７
５
万
円

介
護
予
防
の
充
実
、
健
康
向
上
、

生
き
が
い
対
策

 

糖
尿
病
早
期
発
見
事
業 

40
万
円

 

糖
尿
病
重
症
化
予
防
事
業 

60
万
円

地
域
ぐ
る
み
の
防
災
、
防
犯
活
動

 

消
防
団
第
１
分
団
第
１
部
詰
所

 

リ
フ
ォ
ー
ム 

２
０
０
万
円

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
へ
の
取
り
組
み

 

英
語
で
あ
そ
ぼ
う（
幼
稚
園
） 

68
万
円

 

英
語
に
関
す
る
新
事
業 

２
４
１
万
円

農
林
、
商
工
、
観
光
の
振
興

 

金
沢
観
光
ト
イ
レ
の
建
設 

７
１
２
万
円

 

秩
父
音
頭
ま
つ
り
補
助
金 

４
０
０
万
円

 

有
害
鳥
獣
対
策 

１
６
０
万
円

一
般
会
計
予
算
の
特
徴
は

平成29年度　予算額

対前年度比
　19万円の減

後期高齢者医療 会特別計
 1億2205万円

対前年度比
7620万円の増

国民健康保険 会特別計
15億2400万円40億7330万円

対前年度比
１億1330万円の増

一 般 会 計 介 護 保 険 会特別計
９億6200万円
対前年度比
　5200万円の減

質
疑

ふ
る
さ
と
納
税
業
務

委
託
料
86
万
４
０
０
０
円

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

答
弁

ふ
る
さ
と
納
税
サ

イ
ト
を
立
ち
上
げ
る
べ

く
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

社
に
委
託
し
、
返
礼
品
の

さ
ら
な
る
拡
充
を
図
り
、

ふ
る
さ
と
納
税
受
領
額
１

０
０
０
万
円
を
目
指
す
も

の
で
す
。

質
疑

里
山
・
平
地
林
再
生

事
業
委
託
料
２
１
６
万
円

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

実
際
ど
ん
な
こ
と
を
さ
れ

る
の
で
す
か
。

答
弁
昨
年
、
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
た
前
原
の
不

整
合
の
駐
車
場
か
ら
、
大

渕
の
信
号
に
向
か
う
県
道

脇
の
竹
林
の
伐
採
を
行
い

ま
す
。

質
疑

文
化
会
館
空
調
設
備

更
新
工
事
監
理
業
務
委
託

料
と
し
て
４
３
２
万
円
、

同
空
調
設
備
更
新
工
事
費

と
し
て
１
億
４
１
０
０
万

円
と
多
額
な
予
算
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
の

よ
う
な
も
の
で
す
か
。

答
弁

文
化
会
館
の
空
調

設
備
が
古
く
な
り
配
管
が

傷
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
設
備
を
更
新
す
る
た
め

の
設
計
監
理
料
と
工
事
費

で
す
。

質
疑

そ
れ
ほ
ど
多
額
で
な

く
て
も
で
き
そ
う
な
も
の

だ
が
、
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
で
す
か
。

答
弁
競
争
入
札
を
し
て
適

正
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

質
疑

皆
小
教
室
床
改
修
工

事
２
０
０
万
円
、
教
室
壁

設
置
工
事
費
５
０
０
万
円

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ど
ん
な
内
容
で
す
か
。

答
弁
教
室
の
床
が
傷
ん
だ

の
で
、
シ
ー
ト
を
張
る
も

の
で
す
。
ま
た
、
現
在
オ
ー

プ
ン
教
室
の
た
め
空
調
が

き
き
に
く
い
た
め
、
壁
を

つ
く
る
計
画
を
し
ま
し
た
。

質
疑

糖
尿
病
性
腎
性
重
症

化
予
防
治
療
費
助
成
金
60

万
円
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
す
か
。

答
弁
糖
尿
病
予
防
に
つ
な

げ
る
た
め
の
簡
易
検
査
料

１
回
１
０
０
０
円
の
、
半

額
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
現
在
、
一
和
多

薬
局
親
鼻
店
に
機
器
が
設

置
さ
れ
、
６
分
程
度
で
検

査
が
で
き
ま
す
の
で
、
健

康
増
進
の
一
環
と
し
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

質
疑

現
在
テ
レ
ビ
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
、
当
町
出
身

の
バ
ナ
ナ
マ
ン
の
設
楽
統

さ
ん
に
お
願
い
し
て
、
皆

野
町
の
い
ろ
い
ろ
な
Ｐ
Ｒ

を
し
て
も
ら
え
な
い
の
か
。

答
弁

以
前
に
も
問
い
合

わ
せ
て
み
ま
し
た
が
、
設

楽
さ
ん
は
あ
ま
り
に
忙
し

過
ぎ
て
、
難
し
い
と
の
こ

と
で
し
た
。
今
は
さ
ら
に

忙
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。
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町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

３
月
定
例
会　

  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

審
議
し
た
議
案
と
そ
の
結
果

平成29年第１回定例会で審議された議案 審議結果

皆野町職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
皆野町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
町長等の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
皆野町一般職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
皆野町税条例等の一部を改正する条例の制定について 原案可決
皆野町在宅重度心身障害者手当支給条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
皆野町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
皆野町包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
第５次皆野町総合振興計画基本構想について 原案可決
平成29年度皆野町一般会計予算 原案可決
平成29年度皆野町国民健康保険特別会計予算 原案可決
平成29年度皆野町介護保険特別会計予算 原案可決
平成29年度皆野町後期高齢者医療特別会計予算 原案可決
平成28年度皆野町一般会計補正予算（第４号） 原案可決
平成28年度皆野町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決
平成28年度皆野町介護保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決
平成28年度皆野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決

町
長
提
出
議
案

第
だい

５次
じみなのまちそうごうしんこうけいかくきほんこうそう

皆野町総合振興計画基本構想（平
へいせい

成29年
ねんど

度～38年
ねんど

度）は、長
ちょうき

期な展
てんぼう

望に基
もと

づき本
ほんちょう

町が目
め ざ

指す将
しょうらいぞう

来像「住
す

んでみたいま

ち、住
す

み続
つづ

けたいまち、ときめきの皆
みなの

野」を掲
かか

げ、その実
じつげん

現に向
む

けて、住
じゅうみん

民、住
じゅうみんだんたい

民団体などと行
ぎょうせい

政がともに目
め ざ

指す目
もくひょう

標

を基
きほんもくひょう

本目標として具
ぐたいてき

体的に示
しめ

し、さらに、その基
きほんもくひょう

本目標を達
たっせい

成するためのさまざまな取
と

り組
く

みを体
たいけいてき

系的に示
しめ

したものです。

※１ 総
そうごうしんこうけいかくきほんこうそう

合振興計画基本構想とは

住
ん
で
み
た
い
ま
ち
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち

と
き
め
き
の
皆
野

第
５
次
皆
野
町
総
合
振
興
計
画
基
本
構
想
（
※
１
）に
関
す
る
主
な
質
疑
（
抜
粋
）

★
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進

質
疑

住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
主

体
と
な
り
、
高
齢
者
の
居
場
所
や
交

流
を
確
保
す
る
た
め
の
サ
ロ
ン
を
創

設
す
る
、
と
あ
り
ま
す
が
、
具
体
的

に
は
。

答
弁
町
の
空
き
店
舗
等
の
利
用
や
、

地
区
の
公
会
堂
、集
会
所
で「
つ
ど
う
」

こ
と
が
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

★
森
林
施
業
集
約
化
の
推
進

質
疑
観
光
資
源
と
し
て
景
観
上
重
要

な
森
林
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
の
協

力
を
得
な
が
ら
間
伐
等
の
施
業
に
努

め
ま
す
、
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
ん
な

こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
か
。

答
弁
ハ
イ
キ
ン
グ
道
を
塞ふ
さ

ぐ
倒
木

な
ど
を
伐
採
・
間
伐
し
、
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

★「
行
き
つ
け
の
お
店
」づ
く
り
の 

 
 

推
進

質
疑

公
共
交
通
機
関
等
と
連
携
し
、

買
い
物
弱
者
の
た
め
の
拠
点
づ
く
り

や
宅
配
の
開
始
な
ど
、
地
元
商
店
な

ら
で
は
の
サ
ー
ビ
ス
構
築
を
検
討
し

ま
す
。
そ
の
具
体
的
な
構
築
と
は
。

答
弁

商
工
会
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
高
齢
者
等
か
ら
商
店
が
注
文
を

受
け
、
商
品
を
配
達
す
る
こ
と
を
考

え
て
い
ま
す
。

★
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
公
共
交
通 

 

の
推
進

質
疑

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
回
答
に
公

共
交
通
の
充
実
を
要
望
す
る
意
見
が

あ
り
、「
重
要
度
」
は
高
い
の
に
「
満

足
度
」
は
低
い
と
い
う
結
果
が
出
て

い
ま
す
が
、
前
回
の
基
本
計
画
と
ほ

ぼ
同
じ
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も

う
少
し
進
ん
だ
計
画
に
な
ら
な
か
っ

た
の
で
す
か
。

答
弁
今
あ
る
公
共
交
通
機
関
の
存

続
が
重
要
で
あ
り
、
町
営
、
西
武
バ

ス
路
線
の
維
持
と
と
も
に
、
秩
父
鉄

道
と
の
乗
り
継
ぎ
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

★
構
想
計
画
書
の
配
布
に
つ
い
て

質
疑

全
家
庭
に
配
布
す
る
予
定
は

あ
り
ま
す
か
。

答
弁
広
報
で
策
定
の
お
知
ら
せ
は

し
ま
す
が
、
配
布
は
希
望
者
の
み
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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小杉修一 議員
 １.人口１万人を切る危機に直面して
 ２.町民の安心と情報について
 ３.健康福祉事業の着々たる活動について

林　太平 議員
 １.シルバー人材センターの現状について

大塚鉄也 議員
 １.農業所得の向上対策について
 ２.教育振興対策について
 ３.本町の健康・福祉について

常山知子 議員
 １.国民健康保険の都道府県化について
 ２.就学援助と教材費無償化について
 ３.インフルエンザ予防接種の公費助成について

宮原睦夫 議員
 １.行財政改革について
 ２.職員の給与改善について
 ３.シルバー人材センターについて

内海勝男 議員
 １.交通安全対策について
 ２.上水道の整備について

３月定例会では、町民を代表して６名の議員が質問を行いました
一 般 質 問 項 目

個
こ こ

々の議
ぎいん

員が、行
ぎょうせいぜんぱん

政全般にわたり、事
じぎょう

業の進
すす

み具
ぐあい

合や将
しょうらい

来の施
しさく

策について、自
じぶん

分の政
せいさくていげん

策提言も含
ふく

めて町
まちしっこうがわ

執行側

に考
かんが

えを聞
き

くものです。本
ほんかいぎ

会議で一
いっぱんしつもん

般質問をしたい議
ぎいん

員は「これについて聞
き

きます」ということを記
しる

した

「一
いっぱんしつもんつうこくしょ

般質問通告書」をあらかじめ提
ていしゅつ

出しておきます。

一
いっぱんしつもん

般質問とは

人
口
1
万
人
を
切
る

危
機
に
直
面
し
て

「
皆
野
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
が

昨
年
策
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
や

町
人
口
が
い
よ
い
よ
１
万
人
を
下

回
る
危
機
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

国
の
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
２

次
募
集
で
当
町
は
ど
の
よ
う
に
さ

れ
ま
し
た
か
。

国
の
地
方
創
生
加
速
化
交

付
金
２
次
募
集
に
よ
り
、
２

つ
の
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
１

つ
は
皆
野
魅
力
発
掘
事
業
で
あ
り
、

商
工
会
若
手
中
心
の
11
名
の
委
員

と
外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
１
名
に
よ

る
創
造
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
浅
草
で
皆
野
町

の
物
品
販
売
・
情
報
発
信
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
も
う
１
つ
は
新
規

就
農
事
業
へ
の
取
り
組
み
で
あ
り
、

三
沢
地
区
で
１
名
の
方
に
移
住
し

て
も
ら
い
就
農
を
始
め
て
い
ま
す
。

今
後
空
き
家
の
活
用
を
図
り
、
就

農
者
の
募
集
を
し
て
い
き
ま
す
。

町
民
の
安
心
と
情
報
に
つ
い
て

２
月
６
日
未
明
に
親
鼻
区

で
発
生
し
た
死
亡
事
件
で

は
、
住
民
は
情
報
が
な
い
ま
ま
不

安
に
お
び
え
ま
し
た
が
、
こ
の
よ

う
な
と
き
の
町
と
警
察
の
情
報
連

携
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

か
。

平
成
28
年
３
月
に
警
察
と

皆
野
町
と
の
犯
罪
情
報
の

協
定
が
結
ば
れ
て
、
そ
れ
に
基
づ

い
て
警
察
か
ら
の
情
報
は
町
民
に

伝
達
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
場
合
、
事
件
は
承

知
し
ま
し
た
が
、
そ
の
協
定
に
よ

る
情
報
は
警

察
か
ら
発
せ

ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
の

で
、
町
単
独

で
の
情
報
発

信
は
差
し
控

え
ま
し
た
。

み～な

今回の一般質問は全15項目。
傍聴もできますので
お気軽にお越しください。

小
こすぎしゅういち

杉修一
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町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

３
月
定
例
会　

  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

審
議
し
た
議
案
と
そ
の
結
果

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

多
く
の
方
が
い
ろ
い
ろ
な
作

業
で
働
い
て
い
ま
す
が
、
働
い
て
い

る
人
と
仕
事
を
受
け
て
く
る
人
で
、

認
識
の
甘
さ
が
あ
る
の
で
は
。ま
た

現
場
で
働
く
人
の
安
全
対
策
等
ど
の

よ
う
に
し
て
い
る
の
で
す
か
。
伐
採
・

草
刈
り
作
業
は
、チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
・
草

刈
機
な
ど
エ
ン
ジ
ン
で
の
作
業
が
多

く
、
足
場
も
悪
い
環
境
の
中
、
作
業

員
の
安
全
指
導
は
ど
う
し
て
い
る
か

報
告
を
受
け
て
い
ま
す
か
。
皆
さ
ん

ベ
テ
ラ
ン
の
人
が
多
く
、
現
場
ご
と

の
安
全
の
打
合
せ
な
ど
、
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
ま
す
か
。
特
に
山
間
地

の
伐
採
作
業
を
請
け
負
う
と
き
に
、

現
場
環
境
を
よ
く
検
討
し
受
け
て
い

ま
す
か
。
作
業
中
、坂
を
上
が
っ
た
り

下
が
っ
た
り
で
注
意
力
が
散
漫
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
大
き
い
現

場
な
ど
は
、町
内
の
造
園
業
者
、
建

設
業
者
な
ど
に
任
せ
て
は
ど
う
か
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

務
局
か
ら
の
報
告
で
答
弁
し

ま
す
。
新
た
な
作
業
・
現
場
の
依
頼

を
受
け
た
場
合
に
は
、
非
常
勤
職
員

が
事
前
に
現
場
に
行
き
、
請
け
負
え

る
作
業
な
の
か
を
確
認
し
、
作
業
に

入
る
会
員
に
も
、
現
場
の
状
況
等
を

確
認
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
安
全

対
策
教
育
は
、
安
全
委
員
会
を
設
置

し
て
、
安
全
就
業
の
講
習
会
を
実
施

し
、
各
機
器
の
取
扱
講
習
会
・
植
木

剪
定
・
安
全
就
業
講
習
会
を
行
い
、

さ
ら
に
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
費
用
負
担
に
よ
り
、
各
機
器
の
特

別
教
育
講
習
会
を
受
講
さ
せ
、
修
了

証
を
取
得
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
事
務
局
職
員
に
よ
る
巡

回
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
安

全
就
業
対
策
は
図
ら
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

【
要
望
】
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
働
き
た
い
人
も
多
く
い
る
と
思
い

ま
す
。
安
全
対
策
に
は
十
分
注
意
し

て
も
ら
い
、
お
互
い
に
素
直
な
気
持

ち
で
安
全
作
業
を
お
願
い
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
現
状
に
つ
い
て

林
は や し

　太
た へ い

平

本
町
の
健
康
、

　
　
　
福
祉
に
つ
い
て

大
おおつ か て つ や

塚鉄也

本
町
で
は
障
害
者
の
就
職

先
が
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ

ん
が
、
そ
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に

お
考
え
で
す
か
。

町
内
に
は
就
職
先
と
し
て

の
職
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
理

由
と
し
て
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
比
較
的
利
用
す
る
電
車
や

バ
ス
で
町
外
へ
通
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
　
　

　

ま
た
人
口
規
模
か
ら
考
え
る
と
、

な
か
な
か
効
果
的
な
作
業
所
は
難

し
い
と
考
え
ま
す
。
社
会
福
祉
法

人
と
民
間
の
作
業
所
に
つ
い
て
も

小
規
模
の
作
業
所
は
ど
う
し
て
も

管
理
者
、
指
導
者
の
配
置
上
の
問

題
か
ら
、
あ
る
程
度
の
希
望
の
施

設
に
送
迎
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
役
場
の
掃
除
に
つ
い
て
は
、

直
接
雇
用
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
ち
ら
に
出
向
い
て
清
掃
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
特
別
支

援
学
校
の
保
護
者
の
方
や
、
障
害

福
祉
関
係
団
体
の
方
か
ら
要
望
も

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

29
年
度
第
５
期
障
害
者
福
祉
計

画
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
意
見
を

聞
き
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

障
害
者
の
就
職
先
に
対
し

て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
派
遣

の
干
し
芋
や
、
県
管
轄
の
高
原
牧

場
な
ど
、
町
が
窓
口
に
な
り
就
職

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
し
ょ
う
か
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
雇
用
と
は
ま
た

違
い
ま
す
が
、
で
き
る
作
業
が
あ

れ
ば
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。
今
現

在
障
害
者
の
方
が
通
い
作
業
し
て

い
る
の
が
、椎
茸
の
摘
み
取
り
、ボ
ー

ル
ペ
ン
の
組
み
立
て
を
し
て
い
る

事
務
所
が
あ
り
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
へ

の
就
職
も
選
択
肢
の
一
つ
で
あ
る
と

思
う
の
で
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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温
水
プ
ー
ル
の
本
年
度
の

町
の
持
出
し
約
３
７
０
０

万
円
、ふ
れ
あ
い
館
約
７
０
０
万
円
、

長
生
荘
１
２
０
０
万
円
、
こ
の
３
ヵ

所
で
ど
の
よ
う
な
改
善
改
革
を
し

た
の
か
。
私
の
行
革
の
姿
勢
は
だ

め
な
も
の
は
や
め
る
、
ま
た
は
抜

本
的
な
改
革
を
す
べ
き
と
思
う
が
、

町
の
基
本
姿
勢
を
お
聞
き
し
ま
す
。

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
念
頭
に
行
政
運
営
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
各
施
設
は

福
祉
・
体
力
向
上
な
ど
の
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。
数
値
化
で
き
な

い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
意
義
や

価
値
は
あ
り
ま
す
。

町
職
員
の
給
与
改
善
に
つ
い
て

１
年
前
質
問
し
改
革
す
る
と

答
弁
が
あ
っ
た
が
、
ラ
ス
パ

イ
レ
ス
指
数
で
０
・
２
ポ
イ
ン
ト

の
改
善
が
あ
っ
た
が
、
せ
め
て
長

瀞
町
位
に
上
げ
た
ら
ど
う
か
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
。

平
成
28
年
の
指
数
87
・
６
。

長
瀞
町
と
の
差
５
・
２
ポ
イ

ン
ト
、
平
均
給
与
月
額
の
差
３
万
３

０
０
円
、
せ
め
て
指
数
を
90
台
、
１

０
０
に
向
け
て
改
善
に
努
め
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

町
補
助
金
９
５
０
万
円
を

受
け
る
町
の
外
郭
団
体
が
、

約
２
０
０
０
万
円
の
預
金
が
あ
る

の
は
不
自
然
で
、
預
金
が
あ
れ
ば

補
助
金
は
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
切
り
干
し
芋
事
業
は
相
当
な

赤
字
が
見
込
ま
れ
、
町
補
助
金
を

受
け
る
団
体
な
の
で
こ
の
事
業
は

や
る
べ
き
で
な
い
と
思
う
が
。

昨
年
度
決
算
書
で
２
２
０

０
万
円
の
繰
越
額
、
前
年
か

ら
の
繰
越
を
差
し
引
く
と
約
３
０

０
万
円
の
赤
字
と
な
り
運
転
資
金

と
捉
え
ま
す
。
切
り
干
し
芋
は
、

遊
休
農
地
対
策
な
ど
と
し
て
取
り

組
む
も
の
で
、
収
支
が
と
ん
と
ん
に

い
け
る
よ
う
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

一
いっぱんしつもん

般質問をする上
うえ

でのきまりごと

一
いっぱんしつもん

般質問は事
じぜん

前に出
だ

された（一
いっぱんしつもんつうこくしょ

般質問通告書）に沿
そ

って行
おこな

われ、その内
ないよう

容によって町
ちょうちょう きょういくちょう

長・教育長はじめ担
たんとうかちょう

当課長が

答
とうべん

弁します。質
しつもん

問の順
じゅんばん

番は通
つうこくしょ

告書の提
ていしゅつじゅん

出順で、皆
みなのまちぎかい

野町議会の場
ばあい

合、議
ぎいん

員１
ひとりあ

人当たり質
しつもん

問・答
とうべん

弁を含
ふく

めて、60分
ぷん

です。

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

宮
みやは ら む つ お

原睦夫

常
つね や ま と も こ

山知子

来
年
４
月
か
ら
市
町
村
国

保
が
都
道
府
県
化
さ
れ
ま

す
。「
埼
玉
県
国
保
運
営
協
議
会
」

が
開
か
れ
、
そ
こ
で
示
さ
れ
た
皆

野
町
の
標
準
保
険
税
は
ど
の
く
ら

い
で
す
か
。

参
考
数
字
で
、
平
成
29
年

度
の
標
準
保
険
税
額
は
９

万
５
７
４
９
円
で
す
。（
現
在
町
の
１

人
当
た
り
の
保
険
税
は
７
万
６
４
８
円
）

一
番
の
心
配
は
保
険
税
の
引

き
上
げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
行

い
、
町
民
の
負
担
増
を
抑
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

は
赤
字
補ほ
て
ん填
を
目
的
に
し

て
い
る
の
で
、
そ
の
削
減
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
税
負
担
の
公
平
性
か
ら

も
保
険
税
を
引
き
上
げ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
国
保
税
の
上

昇
は
、
被
保
険
者
世
帯
の
生
活
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
、
現
在
の
保
険
料
水
準
を

激
変
さ
せ
な
い
と
の
方
針
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
は
、
被
保
険
者
世
帯
へ
の

影
響
に
配
慮
し
た
対
策
が
必
要
不

可
欠
で
す
。

就
学
援
助
と
教
材
費
無
償
化
に

つ
い
て

就
学
援
助
制
度
の
案
内
に

つ
い
て
、
全
て
の
家
庭
に
わ

か
り
や
す
い
内
容
で
伝
え
、
申
請

書
の
配
布
も
一
緒
に
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。説

明
の
回
数
を
ふ
や
し
、
申

請
書
に
つ
い
て
も
、
わ
か
り

や
す
い
レ
イ
ア
ウ
ト
等
に
し
て
配

布
し
て
い
き
ま
す
。

入
学
準
備
金
に
つ
い
て
、
現

在
８
月
支
給
で
す
が
、
２

月
ご
ろ
に
改
善
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

国
で
も
検
討
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
動
向
を
見
守
り
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の

都
道
府
県
化
に
つ
い
て
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　今年に入って、ある人に宮前君は山林を持って
いるのかと聞かれました。
　持っていますが、大渕区の場合は山林の７割ぐ
らいが、共有林です。平成元年のころ代表者登記
を行い、現在57名ぐらいで持っています。
　代表者登記は代表者が健在のうちはほかの共
有者が亡くなっても、保存登記の必要はありませ
ん。それと筆数も多く１筆の単価なので節約にな
ると思います。
　興味のある方は町の登記相談をお勧めします。

　　　　　　　　　　　　　　宮前　司

議員雑記

共有林
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委 員 長 小杉修一 　
副委員長 常山知子
委　　員  新井達男・大澤金作
 林　太平・大塚鉄也

議会だより編集委員会 「私たちが編集しています！」

議会ホームページ
もご覧ください

　１月25日（水）、全員協議会が開催され、新火葬場
の進捗状況と一般会計予算・水道会計予算概要の説
明が行われました。

　２月８日（水）、平成29年第１回定例会が開催され
ました。提出された議案は７件で、原案可決されま
した。

　主なものは次のとおりです。

○平成28年度一般会計補正予算（第２回）
○平成28年度水道事業会計補正予算（第３回）
○平成29年度一般会計予算
○平成29年度水道事業会計予算

議員  若林光雄

秩父広域市町村圏組合議会の報告

こ
の
間
、
全
国
で
登
校
中
の

児
童
等
が
交
通
事
故
に
巻

き
込
ま
れ
る
悲
惨
な
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

安
全
対
策
と
し
て
、
縁
石
や
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
等
、
構
造
物
で
分
離
し

た
歩
道
の
整
備
が
望
ま
れ
て
い
ま

す
。
町
内
に
関
係
す
る
県
道
に
お

い
て
、
こ
う
し
た
安
全
対
策
を
含

む
新
年
度
の
事
業
予
定
に
つ
い
て
。

長
瀞
玉
淀
自
然
公
園
線
三

沢
地
内
の
未
改
良
区
間
の
現

地
測
量
。
皆
野
両
神
荒
川
線
大
渕

地
内
の
未
改
良
区
間
の
用
地
買
収

と
物
件
補
償
、
皆
野
中
学
校
付
近

の
歩
道
整
備
工
事
。
下
日
野
沢
東
門

平
吉
田
線
の
改
良
工
事
の
継
続
。
な

ど
予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
、
教
職
員
や
保
護

者
の
協
力
を
得
て
、
通
学
路
の
危

険
箇
所
の
調
査
を
行
い
、
そ
の
対

策
を
平
成
29
年
度
か
ら
の
５
ヵ
年

計
画
で
予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

町
道
等
に
隣
接
す
る
枯
れ
木
の

撤
去
に
つ
い
て

山
林
の
手
入
れ
が
ほ
と
ん

ど
行
わ
れ
ず
、
山
林
に
隣

接
す
る
町
道
・
林
道
に
お
い
て
、

倒
木
の
危
険
が
あ
る
枯
れ
木
等
、

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

山
林
所
有
者
が
不
在
地
主
で

あ
っ
た
り
、
ま
た
素
人
で
は
処
分

で
き
な
い
よ
う
な
太
い
枯
れ
木
も

あ
り
ま
す
。

　

道
路
管
理
者
で
あ
る
町
と
し
て

の
関
わ
り
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

基
本
的
に
、
私
有
地
の
立
木

の
管
理
は
、
所
有
者
が
行

う
も
の
で
す
。町
で
は
、倒
木
に
よ
っ

て
通
行
の
妨さ

ま
た
げ
に
あ
る
場
合
に
限

り
撤
去
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
建
設
課
で
枯
れ
木
等

を
確
認
し
、
そ
の
必
要
が
あ
る
と

き
は
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
な
ど

対
応
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

通
学
路
に
な
っ
て
い
る

県
道
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

県
道
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

県
道
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

内
うちかい か つ お

海勝男

み～な

傍聴、お待ち
しています

次の定例会は ６月中旬頃に 開催される予定です。
gikai@town.minano.saitama.jp0494-62-2791FAX議会事務局 メール




